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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　系統からの電力の供給に係る供給情報および解除情報、並びに需要家内の負荷機器の消
費電力を取得する通信部と、
　前記通信部が前記供給情報を取得した際に、前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力
を表示する第１の提示画像を作成する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記第１の提示画像を作成した後に、前記通信部が前記解除情報を取得
したときに前記解除情報に基づいて第２の提示画像を作成し、
　前記第２の提示画像は、前記供給情報の取得時の負荷機器の消費電力に基づく
　ことを特徴とする電力管理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電力管理装置であって、
　前記供給情報は、前記負荷機器の消費電力の削減に係る情報を含み、
　前記解除情報は、前記負荷機器の消費電力の削減に係る情報を含むことを特徴とする電
力管理装置。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載の電力管理装置であって、前記第１の提示画像は、複数
の前記負荷機器毎の消費電力を示す一覧、および前記複数の負荷機器毎の消費電力の割合
を示すグラフの少なくとも一方を含むことを特徴とする電力管理装置。
【請求項４】
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　請求項３に記載の電力管理装置であって、
　前記制御部は、前記一覧および前記グラフの少なくとも一方への入力が行われると、当
該入力により選択された領域に対応する前記負荷機器を選択状態として認識する
　ことを特徴とする電力管理装置。
【請求項５】
　請求項３または請求項４に記載の電力管理装置であって、前記制御部は、前記一覧およ
び前記グラフの少なくとも一方は、駆動中の前記負荷機器、および特定のグループに属す
る前記負荷機器の少なくとも一方に対して作成可能であることを特徴とする電力管理装置
。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の電力管理装置であって、前記第１の提示
画像は、前記負荷機器に対する所定の節電制御による消費電力を示すことを特徴とする電
力管理装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の電力管理装置であって、前記所定の節電制御は消費電力の削減量が異
なる複数の節電制御があり、前記第１の提示画像が前記節電制御毎の消費電力を示すこと
を特徴とする電力管理装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の電力管理装置であって、前記制御部は前
記負荷機器毎の動作を制御可能であることを特徴とする電力管理装置。
【請求項９】
　系統からの電力の供給に係る供給情報および解除情報、並びに需要家内の負荷機器の消
費電力を取得する通信部と、
　前記通信部が前記供給情報を取得した際に、前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力
を表示する第１の提示画像を作成する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記第１の提示画像を作成した後に、前記通信部が前記解除情報を取得
したときに前記解除情報に基づいて第２の提示画像を作成し、
　前記制御部は前記負荷機器毎の動作を制御可能であり、
　前記制御部は前記負荷機器が属する所定のグループを認識し、前記制御部は前記所定の
グループ毎に前記負荷機器の消費電力を表示する第１の提示画像を作成することを特徴と
する電力管理装置。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９に記載の電力管理装置であって、前記制御部は動作を制御して
消費電力を削減させた前記負荷機器の消費電力を、他の前記負荷機器の消費電力と異なる
態様で示す前記第１の提示画像を作成することを特徴とする電力管理装置。
【請求項１１】
　系統からの電力の供給に係る供給情報および解除情報、並びに需要家内の負荷機器の消
費電力を取得する通信部と、
　前記通信部が前記供給情報を取得した際に、前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力
を表示する第１の提示画像を作成する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記第１の提示画像を作成した後に、前記通信部が前記解除情報を取得
したときに前記解除情報に基づいて第２の提示画像を作成し、
　前記制御部は、前記供給情報の取得時の前記負荷機器の消費電力を記憶しており、前記
通信部が前記解除情報を取得するときに前記供給情報の取得時の前記負荷機器の消費電力
を表示する第２の提示画像を作成する
　ことを特徴とする電力管理装置。
【請求項１２】
　請求項１から請求項１１のいずれか１項に記載の電力管理装置であって、前記通信部は
前記供給情報を公共通信網から取得することを特徴とする電力管理装置。
【請求項１３】
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　系統からの電力の供給に係る供給情報および解除情報、並びに需要家内の負荷機器の消
費電力を取得する通信部と、
　前記通信部が前記供給情報を取得した際に、前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力
を示す第１の提示画像を表示する表示部とを備え、
　前記表示部は、前記第１の提示画像を作成した後に、前記通信部が前記解除情報を取得
したときに前記解除情報に基づいて第２の提示画像を表示し、
　前記第２の提示画像は、前記供給情報の取得時の負荷機器の消費電力に基づく
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項１４】
　需要家内の負荷機器の消費電力を取得する取得ステップと、
　系統からの電力の供給に係る供給情報又は解除情報を取得しているかを判別する判別ス
テップと、
　前記判別ステップにおいて前記供給情報を取得していると判別したときに、前記取得ス
テップにおいて取得した前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力を表示する第１の提示
画像を作成する画像作成ステップと、
　前記画像作成ステップにおいて作成した第１の提示画像を表示する表示ステップとを含
み、
　前記画像作成ステップにおいて、前記判別ステップにおいて前記解除情報を取得してい
ると判別したときに、前記供給情報の取得時の負荷機器の消費電力に基づく第２の提示画
像を作成し、
　前記表示ステップにおいて、前記画像作成ステップにおいて作成した第２の提示画像を
表示し、
　前記第２の提示画像は、前記供給情報の取得時の負荷機器の消費電力に基づく
　ことを特徴とする表示方法。
【請求項１５】
　系統からの電力の供給に係る供給情報および解除情報、並びに需要家内の負荷機器の消
費電力を取得する通信部と、
　前記通信部が前記供給情報を取得した際に、前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力
を表示する第１の提示画像を作成する制御部としてコンピュータを機能させ、
　前記制御部は、前記第１の提示画像を作成した後に、前記通信部が前記解除情報を取得
したときに前記解除情報に基づいて第２の提示画像を作成し、
　前記第２の提示画像は、前記供給情報の取得時の負荷機器の消費電力に基づく
　ことを特徴とする画像作成プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電力の需給状況に応じて需要家に節電を促す電力管理装置、表示装置、当該
表示装置の表示方法、および当該電力管理装置を機能させる画像作成プログラムに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、需要家毎に設けられる電力管理装置（例えば、ＨＥＭＳ；Ｈｏｍｅ　Ｅｎｅｒｇ
ｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）によって、需要家に設けられる負荷機器や需
要家に設けられる分散電源などを制御する技術が知られている。
【０００３】
　このような電力管理装置を用いて外部の通信網から商用電源の需給動向を取得すること
が可能である。取得した需給動向に応じて負荷機器の動作を変えることが求められている
。例えば、消費電力の削減を需要家に対して求めるデマンドレスポンス時に、負荷機器の
消費電力を削減することが求められる。また、電力料金が高いときには、負荷機器の消費
電力を削減することをユーザは一般的に求めるものである。
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【０００４】
　そこで、制御装置が電力の料金をリアルタイムで取得し、料金に応じて負荷機器の動作
モードを消費電力の少ないモードに切替えることが提案されている（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－１２０３２３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、特許文献1に記載の制御装置は、負荷機器の動作モードを消費電力の少ないモ
ードへの自動切換えを行うため、ユーザの快適性が失われることが起こり得る。特許文献
１は、負荷機器毎に設定した優先度に応じて負荷機器の制御を行うことも提案しているが
、動作モードの自動切換えを行うので、ユーザの快適性を失う可能性を解消することは困
難であった。
【０００７】
　したがって、かかる事情に鑑みてなされた本発明の目的は、商用電源の需給動向に応じ
て、求められる消費電力の削減量を満たすように負荷機器の制御の変更をユーザに促す電
力管理装置、表示装置、表示方法、および画像作成プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した諸課題を解決すべく、第１の観点による電力管理装置は、
　系統からの電力の供給に係る供給情報および解除情報、並びに需要家内の負荷機器の消
費電力を取得する通信部と、
　前記通信部が前記供給情報を取得した際に、前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力
を表示する第１の提示画像を作成する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記第１の提示画像を作成した後に、前記通信部が前記解除情報を取得
したときに前記解除情報に基づいて第２の提示画像を作成し、
　前記第２の提示画像は、前記供給情報の取得時の負荷機器の消費電力に基づく
　ことを特徴とするものである。
　また、当該電力管理装置は、
　前記供給情報は、前記負荷機器の消費電力の削減に係る情報を含み、
　前記解除情報は、前記負荷機器の消費電力の削減に係る情報を含む
　ことが好ましい。
【０００９】
　また、当該電力管理装置は、
　第１の提示画像は、複数の負荷機器毎の消費電力を示す一覧、および複数の負荷機器毎
の消費電力の割合を示すグラフの少なくとも一方を含む
　ことが好ましい。
【００１０】
　また、当該電力管理装置は、
　制御部は、一覧およびグラフの少なくとも一方への入力が行われると、当該入力により
選択された領域に対応する負荷機器を選択状態として認識する
　ことが好ましい。
【００１１】
　また、当該電力管理装置は、
　制御部は、一覧およびグラフの少なくとも一方は、駆動中の負荷機器、および特定のグ
ループに属する負荷機器の少なくとも一方に対して作成可能である
　ことが好ましい。
【００１２】
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　また、当該電力管理装置は、
　第１の提示画像は、負荷機器に対する所定の節電制御による消費電力を示す
　ことが好ましい。
【００１３】
　また、当該電力管理装置は、
　所定の節電制御は消費電力の削減量が異なる複数の節電制御があり、第１の提示画像が
前記節電制御毎の消費電力を示す
　ことが好ましい。
【００１４】
　また、当該電力管理装置は、
　制御部は負荷機器毎の動作を制御可能である
　ことが好ましい。
【００１５】
　また、第２の観点による電力管理装置は、
　系統からの電力の供給に係る供給情報および解除情報、並びに需要家内の負荷機器の消
費電力を取得する通信部と、
　前記通信部が前記供給情報を取得した際に、前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力
を表示する第１の提示画像を作成する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記第１の提示画像を作成した後に、前記通信部が前記解除情報を取得
したときに前記解除情報に基づいて第２の提示画像を作成し、
　前記制御部は前記負荷機器毎の動作を制御可能であり、
　前記制御部は前記負荷機器が属する所定のグループを認識し、前記制御部は前記所定の
グループ毎に前記負荷機器の消費電力を表示する第１の提示画像を作成する
　ことを特徴としている。
【００１６】
　また、当該電力管理装置は、
　制御部は動作を制御して消費電力を削減させた負荷機器の消費電力を、他の負荷機器の
消費電力と異なる態様で示す第１の提示画像を作成する
　ことが好ましい。
【００１７】
　また、第３の観点による電力管理装置は、
　系統からの電力の供給に係る供給情報および解除情報、並びに需要家内の負荷機器の消
費電力を取得する通信部と、
　前記通信部が前記供給情報を取得した際に、前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力
を表示する第１の提示画像を作成する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記第１の提示画像を作成した後に、前記通信部が前記解除情報を取得
したときに前記解除情報に基づいて第２の提示画像を作成し、
　前記制御部は、前記供給情報の取得時の前記負荷機器の消費電力を記憶しており、前記
通信部が前記解除情報を取得するときに前記供給情報の取得時の前記負荷機器の消費電力
を表示する第２の提示画像を作成する
　ことを特徴としている。
【００１８】
　また、当該電力管理装置は、
　通信部は供給情報を公共通信網から取得する
　ことが好ましい。
【００１９】
　また、第４の観点による表示装置は、
　系統からの電力の供給に係る供給情報および解除情報、並びに需要家内の負荷機器の消
費電力を取得する通信部と、
　前記通信部が前記供給情報を取得した際に、前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力
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を示す第１の提示画像を表示する表示部とを備え、
　前記表示部は、前記第１の提示画像を作成した後に、前記通信部が前記解除情報を取得
したときに前記解除情報に基づいて第２の提示画像を表示し、
　前記第２の提示画像は、前記供給情報の取得時の負荷機器の消費電力に基づく
　ことを特徴としている。
【００２０】
　上述したように本発明の解決手段を装置として説明してきたが、本発明はこれらに実質
的に相当する方法、プログラム、プログラムを記録した記憶媒体としても実現し得るもの
であり、本発明の範囲にはこれらも包含されるものと理解されたい。
【００２１】
　例えば、本発明の第１の観点を方法として実現させた表示方法は、
　需要家内の負荷機器の消費電力を取得する取得ステップと、
　系統からの電力の供給に係る供給情報又は解除情報を取得しているかを判別する判別ス
テップと、
　前記判別ステップにおいて前記供給情報を取得していると判別したときに、前記取得ス
テップにおいて取得した前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力を表示する第１の提示
画像を作成する画像作成ステップと、
　前記画像作成ステップにおいて作成した第１の提示画像を表示する表示ステップとを含
み、
　前記画像作成ステップにおいて、前記判別ステップにおいて前記解除情報を取得してい
ると判別したときに、前記供給情報の取得時の負荷機器の消費電力に基づく第２の提示画
像を作成し、
　前記表示ステップにおいて、前記画像作成ステップにおいて作成した第２の提示画像を
表示し、
　前記第２の提示画像は、前記供給情報の取得時の負荷機器の消費電力に基づく
　ことを特徴としている。
【００２２】
　また、本発明の第１の観点をプログラムとして実現させた画像作成プログラムは、
　系統からの電力の供給に係る供給情報および解除情報、並びに需要家内の負荷機器の消
費電力を取得する通信部と、
　前記通信部が前記供給情報を取得した際に、前記需要家内の複数の負荷機器の消費電力
を表示する第１の提示画像を作成する制御部としてコンピュータを機能させ、
　前記制御部は、前記第１の提示画像を作成した後に、前記通信部が前記解除情報を取得
したときに前記解除情報に基づいて第２の提示画像を作成し、
　前記第２の提示画像は、前記供給情報の取得時の負荷機器の消費電力に基づく
　ことを特徴としている。
【発明の効果】
【００２３】
　上記のように構成された本発明に係る電力管理装置、表示装置、表示方法、および画像
作成プログラムによれば、商用電源の需給動向に応じて、求められる消費電力の削減量を
満たすように負荷機器の制御の変更をユーザに促すことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る電力管理装置を含む電力制御システムの概略構成
を示すブロック図である。
【図２】図１における表示装置の概略構成を示す機能ブロック図である。
【図３】図１における電力管理装置の概略構成を示す機能ブロック図である。
【図４】通常より高い電力料金を供給情報として取得したとき、表示装置に表示される通
知画像である。
【図５】表示装置に表示された料金削減用の一覧画像である。
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【図６】図５の一覧画像において“エアコン１”の第２の節電モードを選択する操作を示
す図である。
【図７】図６における第２の節電モードの選択入力後に更新された一覧画像である。
【図８】表示装置に表示された料金削減用の円グラフ画像である。
【図９】図８の円グラフ画像において“エアコン１”を選択する操作を示す図である。
【図１０】図９の一覧画像において“エアコン１”の第２の節電モードを選択する操作を
示す図である。
【図１１】図１０における第２の節電モードの選択入力後に更新された一覧画像である。
【図１２】図１０における第２の節電モードの選択入力後に更新された一覧画像の変形例
である。
【図１３】図１０における複数の負荷機器に対して節電モードの選択入力後に更新された
一覧画像の変形例である。
【図１４】表示装置に表示された料金削減用の棒グラフ画像である。
【図１５】図１４の円グラフ画像において“エアコン１”を選択する操作を示す図である
。
【図１６】図１５の一覧画像において“エアコン１”の第２の節電モードを選択する操作
を示す図である。
【図１７】図１６における第２の節電モードの選択入力後に更新された一覧画像である。
【図１８】表示装置に表示された料金削減用のモード画像である。
【図１９】図１８のモード画像において“エアコン１”を選択する操作を示す図である。
【図２０】図１９の一覧画像において“エアコン１”の第２の節電モードを選択する操作
を示す図である。
【図２１】解除情報を取得したときに、表示装置に表示される通知画像である。
【図２２】デマンドレスポンスを供給情報として取得したときに、表示装置に表示される
通知画像である。
【図２３】表示装置に表示されたデマンドレスポンス用の一覧画像である。
【図２４】表示装置に表示されたデマンドレスポンス用の円グラフ画像である。
【図２５】表示装置に表示されたデマンドレスポンス用の棒グラフ画像である。
【図２６】表示装置に表示されたデマンドレスポンス用のモード画像である。
【図２７】達成率が１００%に達した場合に表示される図２３の一覧画像である。
【図２８】達成率が１００%に達した場合に表示される図２４の円グラフ画像である。
【図２９】達成率が１００%に達した場合に表示される図２５の棒グラフ画像である。
【図３０】達成率が１００%に達した場合に表示される図２６のモード画像である。
【図３１】表示装置に表示された料金削減用の一覧画像であって、負荷機器のグループ毎
の消費電力を表示する一覧画像である。
【図３２】図３１における“エアコングループ”に属する負荷機器の消費電力を表示する
一覧画像である。
【図３３】第１の実施形態において電力管理装置の制御部が実行する電力削減の報知処理
を示すフローチャートである。
【図３４】第１の実施形態において電力管理装置の制御部が実行する削減解除の報知処理
を示すフローチャートである。
【図３５】本発明の第２の実施形態に係る電力管理装置を含む電力制御システムの概略構
成を示すブロック図である。
【図３６】図３５における電力管理装置の概略構成を示す機能ブロック図である。
【図３７】図３５における電力管理装置の概略構成を示す機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００２６】
　まず、第１の実施形態に係る電力管理装置を含む電力制御システムについて説明する。
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本実施形態に係る電力制御システムは、電力系統（商用電源）から供給される電力の他に
、例えば太陽光発電などによって電力を供給するシステム、および電力を充放電すること
ができる蓄電池システムのうち少なくとも一方を備えるようにするのが好適である。
【００２７】
　また、電力を供給するシステムは、太陽光発電によって電力を供給するシステムに限定
されるものではなく、例えばＳＯＦＣなどの燃料電池を含む燃料電池システムなど、種々
の発電システムとすることができる。以下説明する本実施形態においては、発電システム
として太陽光発電システムを備え、さらに蓄電池システムとして蓄電部を備える例につい
て説明する。
【００２８】
　図１は、本実施形態に係る電力制御システムの概略構成を示す機能ブロック図である。
図１に示すように、本実施形態に係る電力制御システム１０は、表示装置１１、電力管理
装置１２、スマートメータ１３、パワーコンディショナ１４、太陽光発電システム１５、
および蓄電部１６を含んで構成される。
【００２９】
　図１において、各機能ブロックを結ぶ実線は、電力の流れを表す。また、図１において
、各機能ブロックを結ぶ破線は、制御信号または通信される情報の流れを表す。当該破線
は有線としてもよいし、無線としてもよい。
【００３０】
　制御信号および情報の通信には、様々な方式を採用してよい。例えば、電力管理装置１
２と、表示装置１１、スマートメータ１３、およびパワーコンディショナ１４との通信に
は、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）などの近距離通信方式による通信を採用することができる
。また、電力管理装置１２と負荷機器１８との通信には、赤外線通信、電力線搬送通信（
ＰＬＣ；Ｐｏｗｅｒ　Ｌｉｎｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）、ＺｉｇＢｅｅなど、種
々の方式による通信を採用することができる。
【００３１】
　電力制御システム１０は、商用電源６０から供給される電力の他、太陽光発電システム
１５が発電する電力、および蓄電部１６に充電された電力のうち放電された電力を、負荷
機器１８に供給可能である。
【００３２】
　表示装置１１は、電力管理装置１２による電力の制御状態を表示する。表示装置１１の
構成についての詳細は後述する。
【００３３】
　電力管理装置１２は、図１に示す電力制御システム１０における各機器の電力を制御お
よび管理する。電力管理装置１２の構成についての詳細は後述する。
【００３４】
　スマートメータ１３は、商用電源６０に接続されて、商用電源６０から供給される電力
を計測する。また、スマートメータ１３は、パワーコンディショナ１４にも接続されて、
太陽光発電システム１５が発電して電力会社に売電する電力を計測する。スマートメータ
１３は、計測した電力を、電力管理装置１２に通知可能である。
【００３５】
　また、スマートメータ１３は、系統ＥＭＳ（Ｅｎｅｒｇｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ）７０から、例えばデマンドレスポンスおよび需給動向に応じて定められる電
力料金などの電力の供給に係る供給情報、供給情報を解除する解除情報、および電力に関
する予測などの情報を受信可能である。ここで、系統ＥＭＳ７０は、電力に関する各種の
予測および制御などを行う設備であり、一般的には、例えば電力会社などに設置される。
系統ＥＭＳ７０は、例えばＭＤＭＳ（メータデータマネジメントシステム）を構成するも
のを採用可能である。この系統ＥＭＳ７０は、各種の電力に関する情報を記憶するデータ
ベース７１を有しており、スマートメータ１３が計測した結果の情報を収集して蓄積する
こともできる。また、系統ＥＭＳ７０は、公共通信網８０に接続可能である。



(9) JP 5905324 B2 2016.4.20

10

20

30

40

50

【００３６】
　パワーコンディショナ１４は、太陽光発電システム１５および蓄電部１６から供給され
る直流の電力を、交流の電力に変換する。パワーコンディショナ１４は、変換した交流の
電力を、分電盤１７を介して各負荷機器１８に供給する。また、パワーコンディショナ１
４は、太陽光発電システムが発電した電力に余剰がある場合には、変換した交流の電力を
、電力会社に売電することもできる。また、パワーコンディショナ１４は、商用電源６０
から供給される交流の電力を、蓄電部１６に充電するための直流の電力に変換可能である
。
【００３７】
　太陽光発電システム１５は、太陽光を利用して発電する。このため、太陽光発電システ
ム１５は、太陽電池を備えており、太陽光のエネルギーを直流の電力に変換する。本実施
形態において、太陽光発電システム１５は、例えば家の屋根などにソーラパネルを設置し
て、太陽光を利用して発電するような態様を想定している。しかしながら、本発明におい
て、太陽光発電システム１５は、太陽光のエネルギーを電力に変換できるものであれば、
任意のものを採用することができる。
【００３８】
　太陽光発電システム１５が発電する電力は、上述したように、パワーコンディショナ１
４によって交流に変換されてから、各負荷機器１８へ供給、および／または、電力会社に
売電可能である。また、太陽光発電システム１５が発電した電力により、蓄電部１６が充
電可能であってもよく、さらには直流のまま負荷機器１８に供給される構成であってもよ
い。
【００３９】
　蓄電部１６は、蓄電池を備えており、この蓄電池に充電された電力を放電することによ
り、電力を供給可能である。また、蓄電部１６は、商用電源６０または太陽光発電システ
ム１５等から供給される電力を充電可能である。図１に示すように、蓄電部１６から放電
される電力も、各負荷機器１８に供給可能である。
【００４０】
　分電盤１７は、供給される電力を、各負荷機器１８に分配する。
【００４１】
　図１において、電力制御システム１０に接続される負荷機器は、任意の数とすることが
できる。これらの負荷機器１８は、例えば、テレビ、エアコン、照明、冷蔵庫など、種々
の電化製品である。これらの負荷機器１８には、分電盤１７を介してパワーコンディショ
ナ１４に接続されて、電力が供給される。
【００４２】
　また、負荷機器１８は多様な動作状態で駆動可能であり、動作状態に応じて消費電力が
変動する。負荷機器１８の動作状態は、電力管理装置１２から取得する制御信号またはユ
ーザによる直接操作によって、切替え可能である。任意の動作状態を基準となる通常モー
ドとして、通常モードから段階的に消費電力が低下する複数の動作状態が複数の節電モー
ドにおける動作状態に予め定められる。節電モードは、例えば第１の節電モード、第２の
節電モード、および第３の節電モードである。本実施形態においては第３の節電モードは
負荷機器１８の停止状態であるが、必ずしも停止状態に限定されるわけではない。多様な
動作状態を通常モードとした場合における各節電モードの動作状態および消費電力が予め
定められており負荷機器１８が有するメモリに記憶され、電力管理装置１２に読出される
。電力管理装置１２は、多様な動作状態に対して定められる各節電モードの動作状態およ
び消費電力を、後述する消費電力の削減を促す画像の作成に用いる。
【００４３】
　例えば、テレビにおいてはバックライトの明るさを調整して駆動可能であり、任意の明
るさによる駆動を通常モードに設定すると、当該明るさを段階的に低下させた駆動を第１
の節電モード、第２の節電モード、および第３の節電モードに設定可能である。また、エ
アコンにおいては暖房または冷房の設定温度を調整して駆動可能であり、任意の設定温度
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を通常モードに設定し、当該設定温度を段階的に変化させた駆動を第１の節電モード、第
２の節電モード、および第３の節電モードに設定可能である。また、照明においては明る
さを調整して駆動可能であり、任意の明るさによる駆動を通常モードに設定し、当該明る
さを段階的に低下させた駆動を第１の節電モード、第２の節電モード、および第３の節電
モードに設定可能である。
【００４４】
　次に、本実施形態に係る表示装置１１について、さらに説明する。
【００４５】
　図２は、本実施形態に係る表示装置の概略構成を示す機能ブロック図である。表示装置
１１は、専用に設計された端末とする他、パソコン（ＰＣ）、ノートパソコン、またはタ
ブレットＰＣなどにアプリケーションソフトウェアをインストールしたものとするなど、
各種の端末とすることができる。表示装置１１は、表示部１９、入力検出部２０、制御部
２１、および通信部２２を含んで構成される。
【００４６】
　表示部１９は、例えば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）または有機ＥＬディスプレイ等によ
り構成することができる。また、本実施形態において、表示部１９は、単色表示またはグ
レイスケールによって表示するものを用いることもできるが、一般のユーザが一見して容
易に把握できるような態様で表示を行うために、カラー表示に対応したものを用いるのが
好適である。
【００４７】
　表示部１９は、電力管理装置１２の制御部２４が作成する画像および表示装置１１の制
御部２１が作成する画像を表示する。
【００４８】
　入力検出部２０は、表示部１９における表示に対応する入力を検出する。入力検出部２
０は、例えばタッチパネルであり、ユーザが指などにより直接触れる操作を検出可能であ
る。また、入力検出部２０は、マルチタップ、すなわち、入力検出部２０の接触検出面上
の複数の箇所への接触を検出可能である。
【００４９】
　タッチパネルは透過性の部材により形成され、表示部１９の前面に重ねて配置される。
このような構成により、表示部１９に表示したアイコンのオブジェクトなどへの接触を検
出可能である。したがって、このような構成のタッチパネルによる入力検出部２０は、ユ
ーザに直感的な操作性を提供可能である。
【００５０】
　制御部２１は、表示装置１１を構成する各機能部を制御することにより、表示装置１１
全体を制御および管理する。制御部２１による、本実施形態に特有の制御については後述
する。
【００５１】
　通信部２２は、電力管理装置１２と例えば無線通信を行う。すなわち、通信部２２は電
力管理装置１２に制御信号および／または多様な情報を送信するとともに、電力管理装置
１２からの制御信号および／または多様な情報を受信する。通信部２２は、表示装置１１
が有線で電力管理装置１２と通信する場合は、電力管理装置１２に接続されたケーブルを
表示装置１１に接続するためのコネクタのレセプタクルとすることができる。
【００５２】
　次に、本実施形態に係る電力管理装置１２について、さらに説明する。
【００５３】
　図３は、本実施形態に係る電力管理装置１２の概略構成を示す機能ブロック図である。
電力管理装置１２は、例えばＨＥＭＳであって、通信部２３および制御部２４を含んで構
成される。
【００５４】
　通信部２３は、表示装置１１、スマートメータ１３、パワーコンディショナ１４、およ
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び負荷機器１８との間における制御部２４からの制御信号および様々な情報を通信する。
【００５５】
　例えば、通信部２３は、表示装置１１の入力検出部２０が検出した入力および／または
入力に基づく要求を取得可能である。さらに、通信部２３は、スマートメータ１３を介し
て供給情報および解除情報を取得可能である。また、通信部２３は、スマートメータ１３
から、商用電源６０の買電の電力および／または売電の電力を取得可能である。また、通
信部２３は、パワーコンディショナ１４から、太陽光発電システム１５、蓄電部１６、お
よび負荷機器１８に供給される電力を取得可能である。また、通信部２３は、パワーコン
ディショナ１４から、蓄電部１６に充電される電力を取得可能である。また、通信部２３
は、負荷機器１８の消費電力を取得可能である。また、通信部２３は、公共通信網８０か
ら多様な情報を取得可能である。
【００５６】
　また、通信部２３は、制御部２４が作成した画像信号および表示装置１１の動作を制御
するための制御信号を表示装置１１に送信可能である。また、通信部２３は、電力管理装
置１２が取得する多様な情報をスマートメータ１３または公共通信網８０を介して送信可
能である。また、通信部２３は、パワーコンディショナ１４を介して、太陽光発電システ
ム１５および／または蓄電部１６を制御する制御信号を送信可能である。また、通信部２
３は、負荷機器１８の動作を制御する制御信号を送信可能である。
【００５７】
　制御部２４は、通信部２３が取得する様々な情報に基づいて、電力制御システム１０に
おける各機器を制御する制御信号および／または表示装置１１に送信する情報を生成する
。例えば、制御部２４は、表示装置１１の表示部１９に表示させる画像を作成する。
【００５８】
　また、制御部２４は、電力制御システム１０における各機器を制御するために、通信部
２３が取得する情報を蓄積する。制御部２４は収集した各種の情報を蓄積するために、デ
ータベース２５を有している。データベース２５は、任意のメモリ装置などにより構成す
ることができ、電力管理装置１２の外部に接続されるようにしてもよいし、電力管理装置
１２に内蔵されるようにしてもよい。
【００５９】
　次に、本実施形態に係る電力管理装置１２が供給情報および解除情報を取得するときの
電力制御システム１０において実行される動作およびについて、以下に詳細に説明する。
最初に、通常より高い価格に変わった電力料金を供給情報として取得したときの制御につ
いて説明する。
【００６０】
　スマートメータ１３または公共通信網８０を介して電力料金を取得すると、制御部２４
は電力料金を閾値と比較する。閾値は予め電力管理装置１２に登録可能であって、ユーザ
が新規登録または変更登録するものである。電気料金が閾値を超える場合に、表示部１９
は、図４に示すような通知画像を表示する。通知画像の表示時に、表示装置１１または報
知用の端末に音声を発せさせたり、メールを通知してもよい。
【００６１】
　入力検出部２０が通知画像における節電設定画面アイコン２６への入力を検出すると、
表示部１９は、料金削減用の第１の提示画像を表示する。第１の提示画像は、現在駆動中
の負荷機器１８の消費電力を表示する画像である。第１の提示画像は、以下に説明するよ
うに多様な表示形式を有しており、入力検出部２０への操作によりいずれかの第１の提示
画像を表示可能である。
【００６２】
　第１の提示画像として、図５に示すように、現在駆動中の負荷機器１８の一覧２７を含
んだ一覧画像２８を、表示可能である。一覧画像２８は、一覧２７の他に、一覧表示種類
２９、全体電力状態３０、一覧の説明３１、および戻すアイコン３２を含む。
【００６３】
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　一覧２７は、状態ウィンドウ３３を用いて複数の負荷機器１８を表示する。状態ウィン
ドウ３３とは、負荷機器１８毎の各動作モードにおける消費電力および現在選択されてい
る動作モード（現在の動作モード）を項目分けして表示するウィンドウである。現在の動
作モードの項目は、他の動作モードの項目と異なる表示態様で表示される。例えば、他の
動作モードの項目と異なるように背景を色付けることにより、現在の動作モードがどの項
目であるか示される。また、状態ウィンドウ全体は、通常モードと、第１の節電モードお
よび第２の節電モードと、停止状態とで異なる表示態様で示される。
【００６４】
　制御部２４は供給情報取得時の負荷機器１８の動作状態を通常モードとして認定する。
さらに制御部２４は、当該動作状態に対して各節電モードに対応する動作状態および消費
電力を負荷機器１８から読出す。制御部２４は、認定した通常モードおよび読出した節電
モードおよび消費電力に基づいて状態ウィンドウ３３を作成する。
【００６５】
　一覧表示種類２９は、現在の一覧２７において表示される負荷機器１８の種類などを表
示している。図５においては“消費電力が高い順”と表示され、駆動中の全負荷機器１８
が消費電力の高い順で一覧２７の上から下に表示されていることを示している。入力検出
部２０への入力により、他の表示の種類を選択することが可能であり、選択された表示の
種類に応じた一覧２７が作成され、表示される。なお、選択可能な他の種類は、例えば“
節電削減量が大きい順”、“停止による削減が大きい順”、“部屋毎の表示”、“グルー
プ表示”、“通常モードのみ”、“節電モードのみ”などが挙げられる。
【００６６】
　全体電力状態３０は、駆動中の全負荷機器１８の消費電力の合計、節電モードへの切替
えによる消費電力の削減量、および消費電力の削減により節約された電力料金を表示する
。後述するように、一覧２７への入力により負荷機器１８の動作モードを切替えることが
可能であり、節電モードへの切替えに応じて変わる、現在の消費電力の合計、削減した負
荷機器１８の消費電力、および節約された電力料金が表示される。
【００６７】
　一覧の説明３１は、状態ウィンドウ３３全体の色付けの意味を表示する。例えば、負荷
機器１８は通常モード、第１の節電モード、第２の節電モード、および第３の節電モード
により、通常動作、節電動作、および停止の何れかの動作状態に切替えられる。状態ウィ
ンドウ３３全体は動作状態に応じて色付けられており、それぞれの色付けがいずれの動作
状態であるかが、一覧の説明３１において示される。
【００６８】
　戻すアイコン３２として、設定前に戻すアイコン３４および通常モードに戻すアイコン
３５が表示される。設定前に戻すアイコン３４を選択する入力を入力検出部２０が検出す
ると、電力管理装置１２が最近変更した単一の負荷機器１８の動作モードを設定前の動作
モードに戻す。また、通常モードに戻すアイコン３５を選択する入力を入力検出部２０が
検出すると、電力管理装置１２が全負荷機器１８の動作モードを通常モードに戻す。
【００６９】
　表示部１９に一覧画像２８を表示中にユーザが何れかの負荷機器１８の状態ウィンドウ
３３における何れかの動作モードを選択すると、電力管理装置１２は当該負荷機器１８の
動作モードを選択された動作モードに切替える。例えば、図６に示すように、“エアコン
１”の第２の節電モードを選択すると、通常モードから暖房の設定温度が３℃下げられる
。
【００７０】
　電力管理装置１２が負荷機器１８の動作モードを切替えると、表示部１９は情報を更新
した一覧画像２８を表示する。例えば、前述のように“エアコン１”の動作モードを第２
の節電モードに切替えると、図７に示すように、一覧２７における負荷機器１８毎の状態
ウィンドウ３３の表示位置が消費電力の順番に応じて変わる。また、“エアコン１”の状
態ウィンドウ３３全体が節電設定中であることを示す色に、色付けられて表示される。
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【００７１】
　また、第１の提示画像として、図８に示すように、現在駆動中の負荷機器１８の消費電
力の割合を示す円グラフ３６を含んだ円グラフ画像３７を、表示可能である。円グラフ画
像３７は、円グラフ３６の他に、円グラフ表示種類３８、全体電力状態３０、円グラフの
説明３９、および戻すアイコン３２を含む。
【００７２】
　円グラフ３６は、グラフ内に負荷機器１８の名称、消費電力の割合の数値も含めて表示
する。また、一覧画像２８と同様に、負荷機器１８毎のグラフ領域全体を色付けることに
より当該負荷機器１８の動作状態が示される。
【００７３】
　円グラフ表示種類３８は、一覧表示種類２９と同様に、現在の円グラフ３６において表
示される負荷機器１８の種類などを表示している。また、一覧表示種類２９と同様に、円
グラフ表示種類３８も他の表示の種類を選択可能である。円グラフ画像３７における全体
電力状態３０は、一覧画像２８における全体電力状態３０と同じである。円グラフの説明
３９は、一覧の説明３１と同様に、負荷機器１８のグラフ領域の色付けの意味を表示する
。ただし、一覧の説明３１と異なり、円グラフ３６においては消費電力および節電した電
力の表示が可能であるため、円グラフの説明３９は円グラフ３６において節電削減分に対
応する色付けも動作状態に加えて示される。円グラフ画像３７における戻すアイコン３２
は、一覧画像２８における戻すアイコン３２と同じである。
【００７４】
　表示部１９に円グラフ画像３７を表示中にユーザが何れかの負荷機器１８のグラフ領域
を選択すると、表示部１９は円グラフ画像３７上に状態ウィンドウ３３を表示する。例え
ば、図９に示すように、“エアコン１”に対応するグラフ領域を選択すると、“エアコン
１”の状態ウィンドウ３３が表示される。
【００７５】
　一覧画像２８の表示時と同様に、状態ウィンドウ３３における何れかの動作モードを選
択すると、電力管理装置１２は当該負荷機器１８の動作モードを選択された動作モードに
切替える。例えば、図１０に示すように、“エアコン１”の第２の節電モードを選択する
と、通常モードから暖房の設定温度が３℃下げられる。
【００７６】
　電力管理装置１２が負荷機器１８の動作モードを切替えると、表示部１９は情報を更新
した円グラフ画像３７を表示する。
【００７７】
　更新した円グラフ画像３７は、図１１に例示する態様で表示される。更新した円グラフ
画像３７では、現在の消費電力に応じて負荷機器１８の表示順が入替わる。ただし、円グ
ラフ３６における負荷機器１８毎のグラフ領域の大きさは変わらない。全負荷機器１８が
通常モードである場合の消費電力を用いてグラフ領域は表示される。いずれかの節電モー
ドに切替えられた負荷機器１８は、対応する負荷機器１８のグラフ領域全体の中で、当該
節電モードにおける消費電力に応じたグラフ領域が色付けられる。また、節電により削減
した消費電力に応じたグラフ領域も異なる色に色付けられる。例えば、前述のように“エ
アコン１”の動作モードを第２の節電モードに切替えると、“エアコン１”のグラフ領域
全体の中の一部の領域が節電設定中を示す色に、残りの領域が節電削減分を示す色に色付
けられる。また、円グラフ３６における“エアコン１”およびエアコン２のグラフ領域の
位置が現在の消費電力に応じて入替わる。
【００７８】
　または、更新した円グラフ画像３７は、図１２に例示する態様で表示されてもよい。更
新した円グラフ画像３７では、現在の消費電力に応じて負荷機器１８の表示順が入替わる
。ただし、図１２の例においては、負荷機器１８毎のグラフ領域の大きさは、現在の消費
電力に応じた大きさに変わる。節電により削減した消費電力は、円グラフ３６の最後にま
とめて表示される。例えば、複数の負荷機器１８が節電モードに切替えられた場合には、
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図１３に示すように、円グラフ画像３７が更新され、表示される。
【００７９】
　また、第１の提示画像として、図１４に示すように、現在駆動中の負荷機器１８の消費
電力を示す棒グラフ４０を含んだ棒グラフ画像４１を、表示可能である。棒グラフ画像４
１は、棒グラフ４０の他に、棒グラフ表示種類４２、全体電力状態３０、節電効果説明４
３、および戻すアイコン３２を含む。
【００８０】
　棒グラフ４０における各棒の長さは、駆動中の負荷機器１８毎の消費電力を示す。また
、負荷機器１８の消費電力は、第２の節電モードおよび第３の節電モードにおける消費電
力の差分と、第１の節電モードおよび第２の節電モードにおける消費電力の差分と、通常
モードおよび第１の節電モードの差分別に異なる表示態様、例えば異なる色で表示される
。したがって、棒グラフ４０は、負荷機器１８の動作モードも表している。例えば、任意
の負荷機器１８に対応する棒が色の異なる３つの領域を有している場合は、通常モードで
あることを示す。また、色の異なる２つの領域を有している場合は、第１の節電モードで
あることを示す。また、単一の色の領域を有している場合は、第２の節電モードであるこ
とを示す。また、棒が表示されていない場合は、第３の節電モードであることを示す。
【００８１】
　棒グラフ表示種類４２は、一覧表示種類２９と同様に、現在の棒グラフ４０において表
示される負荷機器１８の種類などを表示している。また、一覧表示種類２９と同様に、棒
グラフ表示種類４２も他の表示の種類を選択可能である。棒グラフ画像４１における全体
電力状態３０は、一覧画像２８における全体電力状態３０と同じである。棒グラフ画像４
１における戻すアイコン３２は、一覧画像２８における戻すアイコン３２と同じである。
【００８２】
　節電効果説明４３は、棒グラフ４０を構成する領域の色が、“節電１”、“節電２”、
および“節電３”の何れに対応しているかを示している。“節電１”に対応する棒グラフ
４０の領域は通常モードから第１の節電モードに切替えることによる削減電力、すなわち
通常モードおよび第１の節電モードにおける消費電力の差分を示す。“節電２”に対応す
る棒グラフ４０の領域は第１の節電モードから第２の節電モードに切替えることによる削
減電力、すなわち第１の節電モードおよび第２の節電モードにおける消費電力を示す。“
節電３”に対応する棒グラフ４０の領域は第２の節電モードから第３の節電モードに切替
えることによる削減電力、すなわち第２の節電モードおよび第３の節電モードにおける消
費電力の差分を示す。
【００８３】
　表示部１９に棒グラフ画像４１を表示中にユーザが何れかの負荷機器１８の棒を選択す
ると、表示部１９は棒グラフ画像４１上に状態ウィンドウ３３を表示する。例えば、図１
５に示すように、“エアコン１”に対応するグラフ領域を選択すると、“エアコン１”の
状態ウィンドウ３３が表示される。
【００８４】
　一覧画像２８の表示時と同様に、状態ウィンドウ３３における何れかの動作モードを選
択すると、電力管理装置１２は当該負荷機器１８の動作モードを選択された動作モードに
切替える。例えば、図１６に示すように、“エアコン１”の第２の節電モードを選択する
と、通常モードから暖房の設定温度が３℃下げられる。
【００８５】
　電力管理装置１２が負荷機器１８の動作モードを切替えると、表示部１９は情報を更新
した棒グラフ画像４１を表示する。例えば、図１７に示すように、前述のように“エアコ
ン１”の動作モードを第２の節電モードに切替えると、棒グラフ４０における“エアコン
１”および“エアコン２”の順番が入替わる。また、“エアコン１”の消費電力を示す棒
の長さが第２の節電モードにおける消費電力に対応する長さに変わる。
【００８６】
　また、第１の提示画像として、図１８に示すように、駆動中の全負荷機器１８毎の動作
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モード状態４４を示すモード画像４５を、表示可能である。モード画像４５は、動作モー
ド状態４４の他に、モード表示種類４６、全体電力状態３０、動作モードの説明４７、お
よび戻すアイコン３２を含む。
【００８７】
　動作モード状態４４は、通常モード領域４８、第１の節電モード領域４９、第２の節電
モード領域５０、および第３の節電モード領域５１の何れかの上に、駆動中の負荷機器１
８に対応するアイコンを表示する。負荷機器１８に対応するアイコンの表示位置の領域が
、当該負荷機器１８の現在の動作モードを示す。例えば、図１８において、全負荷機器１
８のアイコンは通常モード領域４８上に表示されており、全負荷機器１８の動作モードが
通常モードであることを示している。
【００８８】
　モード表示種類４６は、一覧表示種類２９と同様に、現在の動作モード状態４４におい
て表示される負荷機器１８の種類などを表示している。また、一覧表示種類２９と同様に
、モード表示種類４６も他の表示の種類を選択可能である。モード画像４５における全体
電力状態３０は、一覧画像２８における全体電力状態３０と同じである。動作モードの説
明４７は、一覧の説明３１と同様に、モード領域の色付けの意味を表示する。モード画像
４５における戻すアイコン３２は、一覧画像２８における戻すアイコン３２と同じである
。
【００８９】
　表示部１９にモード画像４５を表示中にユーザが何れかの負荷機器１８のアイコンを選
択すると、表示部１９はモード画像４５上にモード別電力ウィンドウを表示する。モード
別電力ウィンドウとは、当該負荷機器１８の動作モード別の消費電力を表示するウィンド
ウである。例えば、図１９に示すように、“エアコン１”に対応するアイコンを選択する
と、“エアコン１”のモード別電力ウィンドウ５２が表示される。
【００９０】
　表示部１９にモード画像４５を表示中に、選択した負荷機器１８のアイコンを、元のモ
ード領域から別のモード領域に移動、すなわちドラッグすると、当該負荷機器１８の動作
モードが移動させた領域に対応する動作モードに切替えられる。例えば、図２０に示すよ
うに、“エアコン１”のアイコンを第２の節電モード領域５０に移動させると、通常モー
ドから第２の節電モードに切替えられ、暖房の設定温度が３℃下げられる。
【００９１】
　第１の提示画像としていずれの画像を表示している場合であっても、制御部２４は供給
情報の取得時の負荷機器１８の消費電力および切替え後の動作モードを記憶する。消費電
力および動作モードの記憶後に解除情報、すなわち電力料金を元に戻す情報を取得する場
合に、表示部１９は図２１に示す通知画像を表示する。
【００９２】
　入力検出部２０が通知画像における節電設定画面アイコン２６への入力を検出すると、
表示部１９は第２の提示画像を表示する。第２の提示画像は、最後に表示された第１の提
示画像と同じ画像であり、制御部２４が記憶した供給情報取得時の負荷機器１８の消費電
力および動作モードに基づいて作成される。すなわち、供給情報取得時の負荷機器１８の
消費電力は通常モードにおける消費電力であり、当該消費電力に基づいて節電モードにお
ける消費電力が表示される。第１の提示画像の表示中と同様に、第２の提示画像の表示中
に負荷機器１８の動作モードを切替え可能である。
【００９３】
　次に、本実施形態に係る電力管理装置１２が供給情報としてデマンドレスポンスを取得
したときに電力制御システム１０において実行される動作について、以下に詳細に説明す
る。スマートメータ１３または公共通信網８０を介してデマンドレスポンスを取得すると
、制御部２４は、図２２に示すような通知画像を表示する。
【００９４】
　入力検出部２０が通知画像における節電設定画面アイコン２６への入力を検出すると、
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表示部１９は、デマンドレスポンス用の第１の提示画像を表示する。デマンドレスポンス
用の第１の提示画像も、料金削減用の第１の提示画像と同様に、現在駆動中の負荷機器１
８の消費電力を表示する画像であり、多様な表示態様を有しており、入力検出部２０への
操作によりいずれかの第１の提示画像を表示可能である。
【００９５】
　すなわち、デマンドレスポンス用の第１の提示画像として、一覧画像、円グラフ画像、
棒グラフ画像、およびモード画像のいずれかの画像を表示可能である。ただし、デマンド
レスポンス用の第１の提示画像においては、料金削減用の第１の提示画像と異なり、全体
電力状態において表示される項目が一部異なる。例えば、デマンドレスポンス用の第１の
提示画像における全体電力状態３００は、デマンドレスポンスにおける消費電力の削減要
請割合および達成率を表示する（図２３～図２６参照）。
【００９６】
　デマンドレスポンス用の第１の提示画像を表示しているときには、料金削減用の第１の
提示画像を表示しているときと同様に、負荷機器１８の動作モードを変更可能である。負
荷機器１８の動作モードの変更により、全体電力状態における達成率が変化する。例えば
、達成率が１００％に達すると、全体電力状態３００に“☆☆☆達成☆☆☆”が表示され
る（図２７～図３０参照）。
【００９７】
　デマンドレスポンス用の第１の提示画像を表示している場合でも、料金削減用の第１の
提示画像を表示している場合と同様に、制御部２４は供給情報の取得時の負荷機器１８の
消費電力および切替え後の動作モードを記憶する。デマンドレスポンスが解除されたこと
を示す解除情報の取得時に、料金削減用の第２の提示画像と同様に、表示部１９はデマン
ドレスポンス用の第２の提示画像を表示可能である。また、料金削減用の第２の提示画像
と同様に、デマンドレスポンス用の第２の提示画像の表示中に、負荷機器１８の動作モー
ドを切替え可能である。
【００９８】
　上述の料金削減用およびデマンドレスポンス用の第１の提示画像は、現在駆動中の全負
荷機器１８毎の消費電力量または現在の動作モードなどを表示しているが、負荷機器１８
のグループ毎に表示する構成であってもよい。例えば、図３１に示すように、グループ毎
の消費電力を表示させることも可能である。グループ毎の消費電力を表示中に何れかのグ
ループを選択すると、例えば図３２に示すように当該グループに属する負荷機器１８毎の
消費電力などが表示される。
【００９９】
　次に、電力管理装置１２の制御部２４が実行する供給情報に基づく電力削減の報知処理
について、図３３のフローチャートを用いて説明する。電力削減の報知処理は、電力管理
装置１２が供給情報を取得し通知画像を表示する場合に開始する。
【０１００】
　ステップＳ１００において、制御部２４は通知画像を作成し、表示装置１１に通知して
、表示部１９に表示させる。前述のように、通知画像の表示とともに表示装置１１などか
ら音声を発せさせたり、メールを通知してもよい。通知画像を表示すると、プロセスはス
テップＳ１０１に進む。
【０１０１】
　ステップＳ１０１では、制御部２４は、“節電設定画面”および“確認”の何れのアイ
コンへの選択が入力されるかを判別する。“節電設定画面”のアイコンを選択する入力を
検出している場合には、ステップＳ１０２に進む。“確認”のアイコンを選択する入力を
検出している場合には、電力削減の報知処理を終了する。
【０１０２】
　ステップＳ１０２では、制御部２４は、現在駆動している負荷機器１８の消費電力を含
む動作状態を取得し、記憶する。動作状態を記憶すると、プロセスはステップＳ１０２に
進む。
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【０１０３】
　ステップＳ１０３では、制御部２４は、現在駆動している負荷機器１８の動作状態を通
常モードとして各動作モードの消費電力を負荷機器１８から読出す。制御部２４は、現在
駆動している負荷機器１８の動作状態および読出した各動作モードの消費電力に基づいて
第１の提示画像を作成する。さらに、制御部２４は作成した第１の提示画像を表示装置１
１に通知して、表示部１９に表示させる。第１の提示画像を表示すると、プロセスはステ
ップＳ１０４に進む。
【０１０４】
　ステップＳ１０４では、制御部２４は、表示している何れかの負荷機器１８の動作モー
ドを切替える入力を検出しているか否かを判別する。動作モードの切替え入力を検出して
いる場合には、プロセスはステップＳ１０５に進む。切替え入力を検出していない場合に
は、プロセスはステップＳ１０５、Ｓ１０６をスキップして、ステップＳ１０７に進む。
【０１０５】
　ステップＳ１０５では、制御部２４は、切替え入力において選択された動作モードに切
替えるように、当該負荷機器１８を制御する。負荷機器１８の動作モードの切替え後、プ
ロセスはステップＳ１０６に進む。
【０１０６】
　ステップＳ１０６では、制御部２４は、動作モードが切替えられた状態となるように、
第１の提示画像を更新する。制御部２４は更新した第１の提示画像を表示装置１１に通知
し、表示部１９に表示させる。表示部１９への表示後に、プロセスはステップＳ１０７に
進む。
【０１０７】
　ステップＳ１０７では、制御部２４は、電力削減の報知処理を終了する入力を検出して
いるか否かを判別する。終了する入力を検出していない場合には、プロセスはステップＳ
１０４に戻る。終了する入力を検出している場合には、制御部２４は報知処理を終了する
。
【０１０８】
　次に、電力管理装置１２の制御部２４が実行する解除情報に基づく削減解除の報知処理
について、図３４のフローチャートを用いて説明する。削減解除の報知処理は、電力管理
装置１２が解除情報を取得するときに開始する。
【０１０９】
　ステップＳ２００において、制御部２４は通知画像を作成し、表示装置１１に通知して
、表示部１９に表示させる。前述のように、通知画像の表示とともに表示装置１１などか
ら音声を発せさせたり、メールを通知してもよい。通知画像を表示すると、プロセスはス
テップＳ２０１に進む。
【０１１０】
　ステップＳ２０１では、制御部２４は、“節電設定画面”および“全負荷機器の動作を
戻す”の何れのアイコンへの選択が入力されるかを判別する。“全負荷機器の動作を戻す
”のアイコンを選択する入力を検出している場合には、ステップＳ２０２に進む。“節電
設定画面”のアイコンを選択する入力を検出している場合には、ステップＳ２０３に進む
。
【０１１１】
　ステップＳ２０２では、制御部２４は、全負荷機器１８の動作状態を電力削減の報知処
理のステップＳ１０２において記憶した動作状態に戻すように制御する。全負荷機器１８
の動作状態を戻すと、削除解除の報知処理を終了する。
【０１１２】
　ステップＳ２０３では、制御部２４は、現在の負荷機器１８の動作状態を取得し、また
電力削減の報知処理のステップＳ１０２において記憶した動作状態に基づいて、第２の提
示画像を作成する。制御部２４は作成した第２の提示画像を表示装置１１に通知し、表示
部１９に表示させる。第２の提示画像を表示すると、プロセスはステップＳ２０４に進む
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。
【０１１３】
　ステップＳ２０４～Ｓ２０７においては、制御部２４は、電力削減の報知処理のステッ
プＳ１０４～Ｓ１０７と同じ制御を実行する。
【０１１４】
　以上のような構成の第１の実施形態の電力管理装置１２によれば、供給情報の取得時に
、駆動中の負荷機器１８の消費電力を表示する第１の提示画像を作成可能である。第１の
提示画像を表示部１９に表示させることにより、ユーザに消費電力の削減を促すことが可
能である。また、負荷機器１８の消費電力が表示されるので、ユーザは消費電力の削減効
果の大きな負荷機器１８を容易に認識可能となる。それゆえ、負荷機器１８の駆動による
快適性なども考慮にいれながら、ユーザ自身の意思で負荷機器１８の動作を変更可能であ
る。
【０１１５】
　また、第１の実施形態の電力管理装置１２によれば、第１の提示画像として、例えば一
覧画像２８、円グラフ画像３７、棒グラフ画像４１、およびモード画像４５を表示可能で
ある。これらの画像の表示により、ユーザに、負荷機器１８毎の現在の動作モードおよび
負荷機器１８毎それぞれの動作モードにおける消費電力などを容易に認識させることが可
能である。
【０１１６】
　また、第１の実施形態の電力管理装置１２によれば、第１の提示画像上の任意の領域を
選択することにより選択された領域に対応する負荷機器１８を選択可能である。したがっ
て、ユーザが感覚的に負荷機器１８を選択し、当該負荷機器１８の詳細な情報を表示させ
たり、当該負荷機器１８の動作モードの切替え入力などが可能である。
【０１１７】
　また、第１の実施形態の電力管理装置１２によれば、第１の提示画像は、グループ毎に
作成可能であり、また同一グループ内の負荷機器１８毎の消費電力などの動作状態を示す
ように作成可能である。したがって、ユーザが消費電力の削減を判断するための多様な情
報を提供可能である。
【０１１８】
　また、第１の実施形態の電力管理装置１２によれば、第１の提示画像への入力により、
負荷機器１８の動作モードを切替可能である。したがって、ユーザが負荷機器１８の入力
部に対して操作をすることなく、一元的に入力検出部２０への入力により全負荷機器１８
の動作を変更でき、ユーザの利便性を向上可能である。
【０１１９】
　また、第１の実施形態の電力管理装置１２によれば、節電モードに切替えた負荷機器１
８の表示態様を、通常モードの負荷機器１８の表示態様から変化させているので、何れの
負荷機器１８が節電状態であるかをユーザに容易に認識させることが可能である。
【０１２０】
　また、第１の実施形態の電力管理装置１２によれば、解除情報の受信後に、消費電力削
減前の負荷機器１８の動作状態を表示する第２の提示画像を作成可能である。第２の提示
画像を表示することにより、負荷機器１８の通常モード時の動作状態をユーザに容易に認
識させることが可能である。ユーザが容易に元の動作状態を認識すれば、負荷機器１８の
動作状態を元の動作状態に戻すことが容易である。
【０１２１】
　次に、本発明の第２の実施形態を説明する。第２の実施形態では第１の提示画像および
第２の提示画像の作成を表示装置が行う点において第１の実施形態と異なっている。以下
に、第１の実施形態と異なる点を中心に第２の実施形態について説明する。なお、第１の
実施形態と同じ機能および構成を有する部位には同じ符号を付す。
【０１２２】
　図３５に示すように、第２の実施形態における電力制御システム１００は、表示装置１
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１０、電力管理装置１２０、スマートメータ１３、パワーコンディショナ１４、太陽光発
電システム１５、および蓄電部１６を含んで構成される。スマートメータ１３、パワーコ
ンディショナ１４、太陽光発電システム１５、および蓄電部１６の構成および機能は、第
１の実施形態と同じである。
【０１２３】
　図３６に示すように、表示装置１１０は、表示部１９、入力検出部２０、制御部２１０
、および通信部２２を含んで構成される。表示部１９、入力検出部２０、および通信部２
２の機能および構成は第１の実施形態と同じである。
【０１２４】
　第1の実施形態と同様に、制御部２１０は表示装置１１０を構成する各機能部を制御す
る。第１の実施形態と異なり、制御部２１０は第１の提示画像および第２の提示画像を作
成する。第１の提示画像および第２の提示画像の作成のために、表示装置１１０は、供給
情報、解除情報、現在の負荷機器１８の消費電力、任意の動作状態を通常モードとした場
合の各節電モードの動作状態を、電力管理装置１２０を介して取得する。制御部２１０は
作成した第１の提示画像および第２の提示画像を表示部１９に表示させる。
【０１２５】
　図３７に示すように、電力管理装置１２０は、通信部２３および制御部２４０を含んで
構成される。通信部２３の構成および機能は第１の実施形態と同じである。
【０１２６】
　第１の実施形態と同様に、制御部２４０は電力制御システム１００における各機器の電
力を制御する制御信号および／または表示装置１１０に通知する情報を生成する。また、
第１の実施形態と同様に、制御部２４０は、電力制御システム１００における各機器の電
力を管理するために、通信部２３が取得する情報を蓄積する。また、第１の実施形態と同
様に、制御部２４０はデータベース２５を有している。
【０１２７】
　第１の実施形態と異なり、制御部２４０は、第１の提示画像および第２の提示画像を作
成しない。前述のように、電力管理装置１２０は取得した供給情報および解除情報を表示
装置１１０に通知し、表示装置１１０の制御部２１０に第１の提示画像および第２の提示
画像を作成させる。
【０１２８】
　表示装置１１０の制御部２１０は、第１の実施形態における電力管理装置１２の制御部
２４と同様に、電力削減の報知処理（図３３参照）および削減解除の報知処理を実行する
（図３４参照）。
【０１２９】
　以上のような構成の第２の実施形態の表示装置１１０によっても、供給情報の取得時に
、駆動中の負荷機器１８の消費電力を表示する第１の提示画像を作成可能である。また、
第２の実施形態の表示装置１１０によっても、第１の提示画像として、一覧画像２８、円
グラフ画像３７、棒グラフ画像４１、およびモード画像４５を表示可能である。また、第
２の実施形態の表示装置１１０によっても、第１の提示画像上の任意の領域を選択するこ
とにより選択された領域に対応する負荷機器１８を選択可能である。また、第２の実施形
態の表示装置１１０によっても、第１の提示画像は、グループ毎に作成可能であり、また
同一グループ内の負荷機器１８毎の消費電力などの動作状態を示すように作成可能である
。また、第２の実施形態の表示装置１１０によっても、第１の提示画像への入力により、
負荷機器１８の動作モードを切替可能である。また、第２の実施形態の表示装置１１０に
よっても、節電モードに切替えた負荷機器１８の表示態様を、通常モードの負荷機器１８
の表示態様から変化させて表示可能である。また、第２の実施形態の表示装置１１０によ
っても、解除情報の受信後に、消費電力削減前の負荷機器１８の動作状態を表示する第２
の提示画像を作成可能である。
【０１３０】
　本発明を諸図面や実施形態に基づき説明してきたが、当業者であれば本開示に基づき種
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々の変形や修正を行うことが容易であることに注意されたい。従って、これらの変形や修
正は本発明の範囲に含まれることに留意されたい。
【０１３１】
　例えば、第１の実施形態および第２の実施形態それぞれにおいて、電力管理装置１２お
よび表示装置１１０は、負荷機器１８の動作モードを切替え可能な構成であるが、動作モ
ードの切替ができない構成であってもよい。個別の操作が必要な負荷機器１８の消費電力
を表示するだけの構成であっても、いずれの負荷機器１８の動作態様を変更すべきかを判
断するための材料をユーザに供与可能である。
【０１３２】
　また、第１の実施形態および第２の実施形態において、負荷機器１８毎に動作モードを
切替えるように制御する構成であるが、例えば、特定のグループ毎、または負荷機器１８
が配置される部屋毎にまとめて動作モードを切替える入力が可能な構成であってもよい。
【０１３３】
　また、第１の実施形態および第２の実施形態において、入力検出部２０はタッチパネル
であるが、専用のコントローラ、キーボード、マウスなど、各種の入力装置を採用しても
よい。このような入力装置を採用する場合、入力検出部２０は、表示部１９に表示したア
イコンのオブジェクトなどの箇所までカーソルまたはポインタなどを移動させる入力を検
出可能である。また、入力検出部２０は、このようなオブジェクトなどの表示に対応する
入力、すなわちオブジェクトなどを選択する入力を検出可能である。
【符号の説明】
【０１３４】
　１０、１００　電力制御システム
　１１、１１０　表示装置
　１２、１２０　電力管理装置
　１３　スマートメータ
　１４　パワーコンディショナ
　１５　太陽光発電システム
　１６　蓄電部
　１７　分電盤
　１８　負荷機器
　１９　表示部
　２０　入力検出部
　２１、２１０　制御部
　２２　通信部
　２３　通信部
　２４　制御部
　２５　データベース
　２６　節電設定画面アイコン
　２７　一覧
　２８　一覧画像
　２９　一覧表示種類
　３０、３００　全体電力状態
　３１　一覧の説明
　３２　戻すアイコン
　３３　状態ウィンドウ
　３４　設定前に戻すアイコン
　３５　通常モードに戻すアイコン
　３６　円グラフ
　３７　円グラフ画像
　３８　円グラフ表示種類
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　３９　円グラフの説明
　４０　棒グラフ
　４１　棒グラフ画像
　４２　棒グラフ表示種類
　４３　節電効果説明
　４４　動作モード状態
　４５　モード画像
　４６　モード表示種類
　４７　動作モードの説明
　４８　通常モード領域
　４９　第１の節電モード領域
　５０　第２の節電モード領域
　５１　第３の節電モード領域
　５２　モード別電力ウィンドウ
　６０　商用電源
　７０　系統ＥＭＳ
　７１　データベース
　８０　公共通信網

【図１】 【図２】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図２１】
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【図２３】
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【図２４】 【図２５】

【図２６】 【図２７】
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【図２８】 【図２９】

【図３０】 【図３１】
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【図３２】 【図３３】

【図３４】 【図３５】
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【図３６】 【図３７】
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